別紙２　パワーハラスメントの防止に関する指針（ポリシー）
公益社団法人那須町シルバー人材センターは、優越的な関係を背景とした不適切な言動により、役員、職員及び会員の人格や尊厳が傷つけられることのない就業環境を実現するため、次のとおりパワーハラスメント防止に関する指針を定める。
１　基本方針
業務上の地位や人間関係の優位性を背景とした不適切な言動により、他者の就業環境を害するパワーハラスメントは、決して許されない行為である。センターは、行為者が役員、職員、会員のいずれであるかを問わず、この指針に基づき厳正に対処する。一方で、業務上必要かつ相当な範囲で行われる適正な指導・注意は、パワーハラスメントには当たらない。
２　パワーハラスメントの定義
パワーハラスメントとは、次の（１）から（３）までの要素をいずれも満たす言動をいう（規程第３条第１項第１号）。
（１）職務上の地位、経験年数、班長・グループ長等の役割、先輩・後輩の関係その他の優越的な関係を背景に行われること
（２）業務上必要かつ相当な範囲を超えて行われること
（３）これにより就業環境が害されること
優越的な関係は、上司・先輩から部下・後輩に対するものに限られない。業務上必要な知識・経験を有する部下・後輩会員が、その協力を得なければ業務の円滑な遂行が困難な状況を利用して行う言動や、複数の会員・職員が集団となって行う言動であって、指導的立場にある者が一人でこれに抵抗又は拒絶することが困難なものも、パワーハラスメントに含まれる。
３　該当し得る言動の類型と具体例
（１）身体的な攻撃　殴る、蹴る、物を投げつける等の暴行・傷害
（該当しないと考えられる例）業務中に誤って身体が接触した場合など、故意によらないもの。
（２）精神的な攻撃　人格を否定する発言、大声での威圧的な叱責、他の会員の前での侮辱、必要以上に長時間・繰り返しの叱責
（該当しないと考えられる例）安全ルール違反等があり、再三注意しても改善されない者に対し、一定程度強い口調で注意すること。重大な事故につながりかねない行為の都度、厳しく指摘すること。
（３）人間関係からの切り離し　特定の者を仕事の割り振りから外す、集団で無視する等
（該当しないと考えられる例）新規会員の育成を目的として、一定期間、個別に研修や同行指導を行うこと。
（４）過大又は過小な要求　到底達成できない作業量を課す、正当な理由なく仕事を与えない等
（該当しないと考えられる例）育成目的で少し高いレベルの業務を任せること。健康状態に配慮し一時的に業務量を調整すること。
（５）個の侵害　私的なことへの過度な立ち入り、私生活や病歴等の執拗な詮索
（該当しないと考えられる例）本人の健康や就業上の配慮を目的として、必要な範囲で家族状況等を確認すること。
※　実際の該当性は、言動の目的、態様、頻度、業務上の必要性の有無、当事者間の関係性等の個別事情を総合的に考慮して判断する。行為者の意図の有無にかかわらず、社会一般の労働者が同様の状況でどう受け止めるかという客観的な基準に照らして判断し、相談者本人が不快に感じたという主観のみで直ちに該当すると判断するものではない。
４　相談制度の濫用防止
正当な理由なく業務上の指示・指導に従わないこと、事実に基づかない申告により他者を陥れようとすること等、相談制度を濫用する行為があったと認められる場合は、規程第９条の定めるところにより、当該行為を行った者が措置の対象となることがある。
５　シルバー人材センターにおいて特に留意すべき関係性
（１）班長・グループ長等、会員の中で取りまとめ役を担う者と、他の会員との関係
（２）就業経験の長い会員（先輩会員）と、入会間もない会員（新規会員）との関係
（３）業務上の知識・経験を有する部下・後輩会員と、指導的立場にある上司・先輩会員との関係
これらの関係においては、当事者が対等な立場にあるとの認識が薄れやすいため、指導的立場にある者は特に自らの言動に注意しなければならない。他方、指示や指導そのものを理由なく拒絶し、又はこれに集団で抵抗する等の言動が、指導的立場にある者の業務遂行を著しく困難にする場合も、パワーハラスメントに該当し得る。
６　相談及び事後対応
パワーハラスメントに関する相談は、別紙１の相談窓口で受け付ける。相談者及び行為者とされる者のプライバシーは規程第７条により保護し、事実確認は規程第８条に基づき公正かつ迅速に行う。事実が認められた場合は、同条の基準に基づき厳正な処分を行うとともに、被害者に対する配置の見直し等、必要な配慮を行う。
７　不利益取扱いの禁止
相談を行ったこと、事実確認に協力したこと等を理由として、当該役員、職員又は会員に不利益な取扱いを行わない（規程第７条第２項）。ただし、虚偽の相談・申告等については、規程第９条の定めるところによる。
８　周知・啓発
本指針は、入会説明会、研修、センターだより、ホームページ等を通じて役員、職員及び会員に周知徹底する。


別紙３　セクシュアルハラスメントの防止に関する指針（ポリシー）
公益社団法人那須町シルバー人材センターは、すべての役員、職員及び会員が、性別や年齢にかかわらず互いの人格を尊重し、性的な言動によって不利益や不快感を受けることのない就業環境を実現するため、次のとおりセクシュアルハラスメント防止に関する指針を定める。
１　基本方針
性的な言動により他者の人格を傷つけ、就業環境を害するセクシュアルハラスメントは、決して許されない行為である。センターは、行為者が役員、職員、会員のいずれであるか、また当事者の性別を問わず、この指針に基づき厳正に対処する。
２　セクシュアルハラスメントの定義
セクシュアルハラスメントとは、相手方の意に反する性的な言動により、不利益を与え、又は就業環境を害することをいう（規程第３条第１項第２号）。次のいずれかに該当するものを含む。
（１）対価型　性的な言動への対応（拒否・抵抗等）により、就業機会の削減等の不利益を受けること
（２）環境型　性的な言動により就業環境が不快なものとなり、就業する上で看過できない支障が生じること
同性に対する言動、性的指向・性自認に関する差別的言動（いわゆるSOGIハラスメント）及びアウティング（本人の同意を得ない性的指向・性自認の暴露）も、セクシュアルハラスメントに含まれる。
３　該当し得る言動の例
（１）性的な事実関係を尋ねること、性的な内容の噂を流布すること
（２）食事やデートへの執拗な誘い、交際の強要
（３）身体を執拗に眺め回す、必要なく身体に接触すること
（４）性的な冗談やからかい、容姿・体型に関する不必要な言及
（５）「男（女）のくせに」等、性別により役割を決めつける発言
※　行為者に悪意や性的意図がない場合であっても、相手方が不快と感じ、就業環境が害されたと客観的に認められる場合は、セクシュアルハラスメントに該当し得る。
４　役員・職員・会員それぞれの責務
（１）役員及び職員（管理的立場にある者）　自らが範を示すとともに、相談に真摯に対応し、就業環境の維持に努めること
（２）会員　互いの人格を尊重し、性的な言動によって他の会員、職員又は発注者等を不快にさせないよう十分注意すること
（３）発注者等　会員又は職員に対する性的な言動は、規程第５条のカスタマーハラスメントとして扱う
５　相談及び事後対応
セクシュアルハラスメントに関する相談は、別紙１の相談窓口で受け付ける。相談者及び行為者とされる者のプライバシーは規程第７条により保護し、事実確認は規程第８条に基づき公正かつ迅速に行う。事実が認められた場合は、同条の基準に基づき厳正な処分を行うとともに、被害者に対する配置の見直し等、必要な配慮を行う。
６　不利益取扱いの禁止
相談を行ったこと、事実確認に協力したこと等を理由として、当該役員、職員又は会員に不利益な取扱いを行わない（規程第７条第２項）。ただし、虚偽の相談・申告等については、規程第９条の定めるところによる。
７　周知・啓発
本指針は、入会説明会、研修、センターだより、ホームページ等を通じて役員、職員及び会員に周知徹底する。


別紙４　ケアハラスメントの防止に関する指針（ポリシー）
公益社団法人那須町シルバー人材センターは、妊娠、出産、育児・介護休業等の制度を利用する役員、職員及び会員が、そのことを理由に不利益な取扱いや嫌がらせを受けることのない就業環境を実現するため、次のとおりケアハラスメント防止に関する指針を定める。
１　基本方針
妊娠、出産、育児・介護休業等の制度利用等に関する言動により就業環境を害するケアハラスメントは、決して許されない行為である。制度の利用は法令及びセンターの諸規程で認められた正当な権利であり、その利用を妨げ、又は利用したことを理由に不利益な取扱いをしてはならない。
２　ケアハラスメントの定義
ケアハラスメントとは、妊娠、出産、育児・介護休業等の制度利用等に関する言動により、就業環境を害することをいう（規程第３条第１項第３号）。
３　該当し得る言動の例
（１）妊娠・出産、育児休業、介護休業等の制度の利用について、解雇その他不利益な取扱いを示唆すること
（２）制度の利用に関し、繰り返し又は継続的に嫌がらせとなる言動を行うこと
（３）妊娠、出産、子の養育又は家族の介護をしていることを理由に、就業機会を減少させ、又は仕事を与えないなどの不利益な取扱いを示唆すること
（該当しないと考えられる例）業務体制上の必要から、制度利用者本人を含めて業務分担について事前に相談・調整すること。妊娠中の安全配慮から、本人の意向を確認した上で業務内容を調整すること。
４　相談及び事後対応
ケアハラスメントに関する相談は、別紙１の相談窓口で受け付ける。相談者及び行為者とされる者のプライバシーは規程第７条により保護し、事実確認は規程第８条に基づき公正かつ迅速に行う。事実が認められた場合は、同条の基準に基づき厳正な処分を行うとともに、被害者に対する配置の見直し等、必要な配慮を行う。
５　不利益取扱いの禁止
相談を行ったこと、事実確認に協力したこと等を理由として、当該役員、職員又は会員に不利益な取扱いを行わない（規程第７条第２項）。ただし、虚偽の相談・申告等については、規程第９条の定めるところによる。
６　周知・啓発
本指針は、入会説明会、研修、センターだより、ホームページ等を通じて役員、職員及び会員に周知徹底する。


別紙５　カスタマーハラスメントに対する基本方針
公益社団法人那須町シルバー人材センターは、会員及び職員が安心して業務に従事できる環境を確保するため、発注者等からのカスタマーハラスメントに対し、次の方針に基づき対応します（規程第５条関係）。
（１）発注者等からの合理的な範囲のご意見・ご要望には、誠実かつ丁寧に対応します。
（２）要求内容が妥当性を欠く場合、又は要求を実現する手段・態様が社会通念上相当な範囲を超える場合には、カスタマーハラスメントとして、毅然とした態度で対応します。
（３）会員又は職員は、業務中にカスタマーハラスメントを受けた場合、その場で一人で対応・我慢することなく、直ちにセンター事務局へ報告するものとします。
（４）センターは、事実確認の上、必要に応じて発注者等への警告、業務の中断・中止、契約解除等の措置を講じます。
（５）生命・身体に危険が及ぶおそれがある場合は、直ちに警察へ通報するとともに、被害を受けた会員・職員の安全確保を最優先します。
（６）本方針は、センターのホームページ及び契約時の説明資料等により、発注者等に周知します。
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